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 平成３０年５月８日 

各  位  

 会 社 名  中  国  塗  料  株  式  会  社 

 代表者名  代 表 取 締 役 社 長   植  竹  正  隆 

 所 在 地  広島県大竹市明治新開１－７ 

  （コード番号 ４６１７ 東証第１部） 

 問合せ先  常務取締役 管理本部長  友 近 潤 二 

 電  話  ０３－３５０６－５８５２ 

 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社は、2018 年４月から 2021 年３月までの３ヵ年を対象とする中期経営計画を策定

いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．１．１．１．背景背景背景背景    

 当社を巡る経営環境は、堅調な世界経済の拡大を受けて、今後数年の間で緩やかに回復し

てくるものと思われますが、足許では新造船市場の低迷や価格競争の激化、さらには各国の

環境規制の厳格化など非常に厳しい状況にあります。こうしたなか、事業構造の強化により

収益性を高めるとともに、利益と資本のリバランスを通じて資本効率を向上させ、企業価値

の継続的向上を図ることが重要な課題であると認識しております。 

このような背景を踏まえ、2017 年に創業 100 周年を迎えた当社は、次の 100 年に向

けた最初の一歩として中期経営計画“CMP New Century Plan 1“を策定いたしました。 

 

２．２．２．２．中期経営計画の概要中期経営計画の概要中期経営計画の概要中期経営計画の概要    

基本コンセプト：コンパクトで高収益なグローバル・ニッチ・トップ企業コンパクトで高収益なグローバル・ニッチ・トップ企業コンパクトで高収益なグローバル・ニッチ・トップ企業コンパクトで高収益なグローバル・ニッチ・トップ企業 

(1) 規模の拡大とは距離を置き、当社が得意とする分野に経営資源を集中することで売上に

見合った適正な利益の確保をめざします。 

(2) ユーザーニーズの適時的確な把握を通じ、主力の船舶・コンテナ用塗料で世界トップシ

ェア、工業用・海洋でもニッチ分野でトップをめざします。 

(3) マーケティング強化により市場が求める最適品質の製品を開発するとともに、費用構造

の再検証を通じた原価低減を行い、事業の収益性改善を図ります。 

(4) 将来の環境規制を先取りした設備投資を積極的に行いつつ、グローバルな最適生産体制

の構築を目指します。 

(5) 資本コストを意識した投資の評価を行い、ROIC の改善を図ります。 

(6) 資産効率の向上を図り、政策保有株式については保有意義の見直しを随時行います。 
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(7) 自己資本配当率（DOE）３％かつ連結配当性向３０％を下回らない配当を行うととも

に、機動的な自己株式の取得を 100 億～150 億円の規模で実施することにより、資

本効率の向上を図ります。 

(8) 当社従業員が、誇りとやりがいを持てる職場づくりを進めます。 

(9) 当社役員が、株主の皆様と同じ目線を共有し、中期経営計画達成のインセンティブとす

べく、一定期間の在籍と業績目標達成を各要件とする二種類の譲渡制限付株式報酬

（RS）を導入します。 

(10) 目標達成に向けた当社従業員のモチベーションを高めるべく、従業員持株会を通じた

インセンティブプランを実施します。 

 

３．連結業績目標３．連結業績目標３．連結業績目標３．連結業績目標    

（百万円） 

 201８年 3 月期 

（実績） 

2021 年 3 月期 

（目標） 

増減 

売上高 82,980 100,000 ＋17,020 

営業利益 3,761 8,700 ＋4,939 

親会社株主純利益 2,447 5,500 ＋3,053 

ROE 3.3％ 8.0％ ＋4.7pt 

 

 

 

上記経営計画の詳細につきましては、当社ウェブサイトをご覧ください。 

http://www.cmp.co.jp/ir/midplan.html 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

経営企画部長 清水貴夫 

TEL 03-3506-5852 

※本件に関する説明会を７月初旬に予定しており、具体的日程は追って当社ウェブサイト

にてお知らせいたします。 


